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療
報
酬
の
改
定
に
続
く「
地
域
医
療
・
介

護
推
進
法
」の
成
立（
6
月
）で
、改
革
へ

の
道
筋
は
み
え
た
。同
時
に
待
ち
受
け
る
障
壁

の
多
さ
も
浮
か
ん
だ
。

7
対
１
病
床
は
降
格
か
、

転
進
か

　

高
い
診
療
報
酬
の
効
き
目
を
象
徴
し
た
の
が

看
護
師
配
置
7
対
１
病
棟
の
急
増
で
あ
る
。今

回
は
、そ
の
約
36
万
床
に
膨
ら
ん
だ
病
棟
の
整

理
か
ら
再
編
成
が
始
ま
る
。

　

平
均
在
院
日
数
の
算
定
、重
症
度
・
看
護
必
要

度
の
基
準
を
厳
格
化
す
る
な
ど“
5
点
セ
ッ
ト
”

を
導
入
し
て
7
対
１
入
院
基
本
料
の
対
象
か
ら

“
追
い
出
し
”を
図
る
。

　

約
36
万
床
は
ど
こ
へ
向
か
う
の
か
。

　

ひ
と
つ
は
高
度
急
性
期
病
院
へ
の
昇
格
だ
。

従
来
の
倍
額
で
日
額
2
4
0
0
円
の「
総
合
入

院
体
制
加
算
１
」が
新
設
さ
れ
た
。高
度
手
術
の

実
績
や
24
時
間
対
応
の
三
次
救
急
な
ど
の
基
準

引
き
上
げ
で
、ど
ん
な
患
者
で
も
引
き
受
け
る「
最

後
の
砦
」と
位
置
づ
け
る
。

　

す
ぐ
に
算
定
可
能
は
全
国
11
病
院
の
み
。た

だ
し
、
厚
労
省
は
将
来
的
に
各
二
次
医
療
圏

（
3
4
9
圏
）で
の
配
置
を
模
索
し
、2
0
2
5

年
度
の
青
写
真
で
あ
る
高
度
急
性
期
18
万
床
体

制
へ
の
第
一
歩
に
な
る（
図
）。

　

現
状
維
持
や
昇
格
が
無
理
な
ら
看
護
師
配
置

10
対
１
等
に
降
格
す
る
の
か
。む
し
ろ
診
療
報

酬
や
推
進
法
は
、新
た
な「
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟

（
床
）」へ
の
転
進
を
促
す
。

　

こ
の
病
棟
の
役
割
は
、急
性
期
後
の
患
者
や

タ
ク
シ
ー
利
用
等
で
の
軽
症
急
性
期
患
者
の
受

け
入
れ
、在
宅
へ
の
復
帰
支
援
で
あ
る
。7
対
１

病
棟
か
ら
の
転
進
を
誘
い
、看
護
師
配
置
13
対

１
も
認
め
、入
院
料
・
医
療
管
理
料
・
各
種
加
算

で
1
日
3
万
円
余
も
の
報
酬
を
つ
け
た
。

　

い
わ
ば
飴
と
鞭
の
誘
導
で
ど
の
程
度
7

対
１
病
棟
を
圧
縮
で
き
る
か
。
メ
デ
ィ
ア
は

2
0
1
5
年
度
ま
で
に
9
万
床
削
減
と
報
じ
た

が
、厚
労
省
は
難
作
業
を
自
覚
し
て
か
、目
標
数

を
示
し
て
い
な
い
。都
道
府
県
に
託
し
た
病
院

再
編
成
の「
地
域
医
療
ビ
ジ
ョ
ン
」策
定
と
の
二

人
三
脚
で
進
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
。

全
ス
テ
ー
ジ
で

在
宅
復
帰
率
の
設
定

　

今
回
の
診
療
報
酬
改
定
の
特
徴
は
、急
性
期

か
ら
慢
性
期
ま
で
全
ス
テ
ー
ジ
で
在
宅
復
帰（
退

院
）率
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
。

診

病院群の再編成が
もたらす課題

地域医療・介護推進
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「施設」から「地域」へ・「医療」から「介護」へ

都
道
府
県
の
地
域
医
療
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

地
域
に
密
着
し
た
病
床
で
の
対
応
24
万
床

相
互
の
連
携
深
化

高度急性期18万床
入院15～１6日（スタッフ倍増）

一般急性期35万床
入院9日程度（スタッフ６割増）

回復期等26万床
入院60日程度（スタッフ３割増）

長期療養28万床
入院135日程度

介護施設

一般病床
（109万床）

療養病床
（24万床）

介護施設
（98万人分）
居住系サービス
（33万人分）
在宅サービス
（320万人分）

介護療養病床

居住系サービス

在宅サービス

厚労省資料を基に作成

2025(H37)2012(H24)
　

7
対
１
病
棟
は
自
宅
等
退
院
患
者
割
合
75
％

以
上
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
は
在
宅
復
帰
率

70
％
以
上
が
求
め
ら
れ
る
。療
養
病
棟
で
も
同

50
％
以
上
に
は
在
宅
復
帰
機
能
強
化
加
算
が
つ

く
。

　

7
対
１
病
棟
か
ら
の
自
宅
等
退
院
患
者
、地

域
包
括
ケ
ア
病
棟
か
ら
の
在
宅
復
帰
患
者
に
は
、

こ
の
加
算
を
取
る
療
養
病
棟
へ
の
転
院
者
も
含

ま
れ
、計
算
上
で
復
帰
者
扱
い
さ
れ
る
。つ
ま
り

療
養
病
棟
も
50
％
ラ
イ
ン
を
維
持
し
な
い
と
、

7
対
１
病
棟
や
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
か
ら
の
紹

介
患
者
を
見
込
め
な
く
な
る
わ
け
だ
。

　

老
人
保
健
施
設
へ
転
じ
る
場
合
も
、在
宅
復

帰
率
30
％
以
上
か
、同
50
％
以
上
の
老
人
保
健

施
設
な
ら
、や
は
り
復
帰
率
の
計
算
で
自
宅
退

院
並
み
に
扱
わ
れ
る
。

　

急
性
期
病
棟
か
ら
一
気
に
自
宅
復
帰
は
無
理

な
ら
、地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
、療
養
病
棟
、老
人

保
健
施
設
等
を
経
て
自
宅
へ
戻
る
流
れ
を
作
ろ

う
と
し
て
い
る
。だ
が
、地
域
ご
と
に
各
施
設
の

配
置
・
役
割
分
担
・
連
携
が
機
能
し
な
い
と
、患

者“
追
い
出
し
”の
恐
れ
が
つ
き
ま
と
う
。

ス
タ
ッ
フ
の
確
保
が

成
否
を
決
め
る

　

全
体
と
し
て
整
っ
た
構
想
・
報
酬
設
定
で
あ
る
。

し
か
し
、早
期
治
療
・
早
期
退
院
で
病
床
の
回
転

率
を
高
め
、病
床
数
を
抑
え
込
む
に
は
ス
タ
ッ

フ
の
増
員
が
不
可
欠
だ
。

　

福
田
政
権
下
で
設
け
ら
れ
た「
社
会
保
障
国

民
会
議
」で
、病
院
の
目
的
別
の
再
編
図
が
初
め

■
宮
武  

剛
（
み
や
た
け
・
ご
う
）

毎
日
新
聞
社
・
論
説
副
委
員
長
、埼
玉
県
立
大
学
、目
白
大
学
の
教
授
を
経
て
、

目
白
大
学
生
涯
福
祉
研
究
科
・
客
員
教
授
。厚
生
労
働
省「
社
会
保
険
審
議
会
」

委
員
、財
務
省「
財
政
制
度
等
審
議
会
」委
員
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ「
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
・

ジ
ャ
パ
ン
」会
長
も
務
め
る
。

て
示
さ
れ
た（
図
）。画
期
的
だ
っ
た
の
は
、入
院

期
間
の
短
縮
へ
向
け
ヒ
ト
・
カ
ネ
・
モ
ノ
の
集
中

的
な
投
入
を
提
起
し
た
こ
と
。具
体
的
に
高
度

急
性
期
の
ス
タ
ッ
フ
は
倍
増
、一
般
急
性
期
は

同
6
割
増
、回
復
期
も
同
3
割
増
と
概
算
さ
れ
た
。

改
革
案
の
方
が
建
設
費
等
を
除
い
て
総
費
用
は

増
え
る
覚
悟
を
迫
っ
た
点
で
も
注
目
さ
れ
た
。

　

こ
の
大
事
な
目
標
や
取
り
組
み
は
、推
進
法

や
報
酬
改
定
に
は
見
当
た
ら
な
い
。

　

早
期
退
院
者
を
自
宅
や
施
設
で
受
け
止
め
る

介
護
体
制
も
同
様
だ
。2
0
2
5
年
に
か
け
て

在
宅
中
心
の
体
制
を
築
く
た
め
に
は
、介
護
職

は
現
在
よ
り
約
1
0
0
万
人
増
員
が
必
要
と
さ

れ
、や
は
り
総
費
用
も
膨
ら
む
。

　

今
回
の
報
酬
改
定
は
消
費
税
引
き
上
げ（
8
％
）

に
伴
う
医
療
機
関
の
コ
ス
ト
増
に
財
源
の
大
半

を
充
て
、医
療
機
関
の
機
能
分
化
・
連
携
や
在
宅

医
療
の
充
実
に
使
え
る
の
は
約
4
0
0
億
円
に

と
ど
ま
っ
た
。

　

推
進
法
に
よ
る
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
の
構
築

を
含
め
、医
療
か
ら
介
護
へ
軸
足
を
移
す
第
一

歩
と
評
す
る
ほ
か
な
い
の
だ
ろ
う
。

医療・介護機能の再編（将来像）


